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１２．同一労働同一賃金への対応 

 

非正規と正規の労働者を比べた同一労働同一賃金への対応（格差解消への取組み）状況

について、全産業で「賞与の支給」とする回答が３３．８％と最も多く、以下「定期昇給

の実施」が３０．６％、「休暇の取得」が２７．６％と続いている。 

業種別では、「賞与の支給」が製造業計で３８．８％、「対象となる従業員はいない」

が非製造業計で３３．３％とともに最も多くなっている。 

 

第 26図表 同一労働同一賃金への対応（複数回答、業種別） 
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